
　昭和30年の発刊以来、67年間にわたり発行を続けてきた
『広報かまいし』が今号で1800号を迎えました。今回は、
広報の作成を支えている人たちの活動を紹介し、これまでの
広報記事から、釜石の歩みを振り返ります。

おかげさまで

広報かまいしは多くの人の支えにより、
市民の皆さんと行政とをつなぐことができています。
今回はその中から３つの団体を紹介します。繋ぐ繋ぐ

視覚障がい者にも「読む」選択を
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声の広報

　私たちは、昭和 47 年から視覚障がいのある人向け
に「声」で広報かまいしの情報を届けています。毎月
第３または第４水曜日に釜石市身体障害者福祉センタ
ーに集まり、９人のメンバーが活動しています。記事
ごとに担当を決め練習をしてから、録音を行います。
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メンバー募集
少しでも活動に興味がある人はぜひ見
学にお越しください。
� 問い合わせ　代表柏木　☎22-1157

点字広報
楽点舎

　私たちは、平成 16 年から視覚障がいのある
人が点字でも広報を読めるようにと「点字広報」
を始めました。
　現在は 7 人でシフトを組み、それぞれの自宅
でパソコンを使い活動しています。音声サポー
トなどの技術が進歩する中で、点字を読める人
が少なくなっているのが現状ですが、点字は自
分のペースで、好きなページを読めるなどの良
さもあります。
　これからも年に１回の点訳者養成講座を通し
て、点訳できる人を育成しながら、活動を続け
ていきたいです。
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実際に聞いている人の顔を思い
浮かべ、間

ま

に気をつけながら読
むと、より声に力が入ります

釜石市行政連絡員
連合会会長
　小野寺省三さん

パソコンの点訳プログラムを使い、
広報の原稿を点字に変換し、レイア
ウトを整え作成します。自身も視覚障がい者であり、こ

の活動を15年以上続ける楽点舎
代表の小笠原さん
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